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―要旨― 
アマルティア・センは本質的自由を拡大していくことが発展することだと定義した。そ

れならば、報道の自由は他の政治的、経済的自由の獲得に必要不可欠な存在であり、マス

メディアも発展の役割を担うはずだと考えた。 
途上国の民主化・発展の度合いを知るのにその国でのメディアの自由度は一つの指針と

なりうる。なぜならば、権威主義国家が民主化していく過程でメディアは大きな役割を担

うのであり、民主政治は国民の意思を政治に反映しなければいけなく、政府はまた政治の

方向を国民に提示し、国民からの支持を得なければ存続していくことができないからだ。

国民の総意を汲み取って政府が意思決定を行い、その政策を国民に伝えるのである。この

両者の架け橋となるのがメディアである。このため民主主義国家は自由な報道機関を必要

とし、また同時に自由に活動できる報道機関が民主化を促すという民主主義と報道の自由

の相互作用があるものだと思う。 
そこで、メディアが政府のプロパガンダ機能から権力への批判、監視、民意の反映など

の役割を担う独立した本来の報道機関と成長していく過程をインドネシアの事例で検証し、

マスメディアと国家の関係がどうあるべきかの考察をこの論文の目的とした。スハルト体

制下での支配されたパンチャシラプレス、体制末期の開放政策（クトゥルブカアン）下で

の成長の過程、そしてスハルト新体制の崩壊とその後の民主化で大きく前進したメディア

の活動を見ていく。 
その結果、インドネシアのような権威主義的国家が民主化へ向かうときメディアは相互

作用をもたらし、独立したジャーナリズムの機能を果たし始めて民主化を促す役割を担う

ことと、民主主義国家と経済発展をささえる機能が自由なマスメディアにはあるというこ

とが明らかになった。 
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